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導電性評価 
サンプル 

 
SPS-黒鉛 

 
SPS-黒鉛/SiC 
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2.8 S⋅cm-1 
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酸素 

溶鋼 

スラグ 

炭素含有れんが 

諸言⋅目的 

炭素が腐食される 

耐環境性コーティング(EBC) 

耐酸化性の向上 
熱伝導率の低下 

高温領域での使用 
断熱性・熱ロス低減 

れんが原料の付加価値向上 

腐食性ガス 

高腐食性ガスに対して反応しない膜で、 
原料あるいは材料を覆うことで耐用性を向上させる手法 

EBC 

実験方法 

炭素 SiC前駆体 

含浸・濾過 

不融化 

熱分解 

粉砕 

耐酸化性の評価 SPS 

電気伝導性の評価 

官能基調査 
炭素構造の推定 

カーボンブラック(粒径：約70nm) 
黒鉛(粒径：-2mm) 

270°C, 4h, Air 

1200°C, 1h, Ar 

1400°C, 5min 
30 MPa, Vac TG-DTA 
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Graphite Carbon black 

TPD-MS 炭素骨格の推定 
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耐酸化性の評価 
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まとめ 

れんが特性の向上を目指し、
原料(炭素)へSiC被覆を行った
結果、耐酸化性を大きく向上
できた。 
 
その他に電気伝導率の低下も
確認され、電気特性と高い相
関を持つ熱伝導率も低くなっ
たことが示唆された。 

炭素鉄鋼用炭素含有れんがは1500°C以上

の高温領域で使用され、炭素の耐酸化性
が問題となる場合がある。近年では、鉄
鋼品質の向上のために稼働温度の上昇お
よび断熱効果の高い炉といった炭素にと
ってより過酷な条件下での使用が要求さ
れている。 
本研究では、これらを満足可能なれんが
の開発をEBCを用いて達成することを目
的としている 
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